
表彰制度の概要について
１　表彰の目的

　この表彰は、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者について、その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、もって我が国の科学技術水準の向上に寄与することを目的とする。
２　表彰の種類
 (1) 科学技術賞
①　開発部門
我が国の社会経済、国民生活の発展向上等に寄与する画期的な研究開発若しくは発明であって、現に利活用されているものを行った個人若しくはグループ又はこれらの者を育成した個人（30件程度）
②　研究部門
我が国の科学技術の発展等に寄与する可能性の高い独創的な研究又は発明を行った個人又はグループ（40件程度）
③　科学技術振興部門
研究開発の社会的必要性に関する研究等の分野において、科学技術の振興に寄与する活動を行い、顕著な功績があったと認められる個人又はグループ（10件程度）
④　技術部門
中小企業、地場産業等において、地域経済の発展に寄与する優れた技術を開発した個人若しくはグループ又はこれらの者を育成した個人（40件程度）
⑤　理解増進部門
青少年をはじめ広く国民の科学技術に関する関心及び理解の増進等に寄与し、又は地域において科学技術に関する知識の普及啓発等に寄与する活動を行った個人又はグループ（20件程度）
(2) 若手科学者賞

萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度な研究開発能力を示す顕著な研究業績を挙げた令和3年度4月1日現在で40歳未満の若手研究者個人（100人程度）
(3) 創意工夫功労者賞

優れた創意工夫によって職域における科学技術の進歩又は改良に寄与した個人又はグループ（500人程度）
（4）研究支援賞
　　　 科学技術の発展や研究開発の成果創出に向けて、高度で専門的な技術的貢献を通じて研究開発の推進に寄与する活動を行い、顕著な功績があったと認められる個人又はグループ（10件程度）
３　創意工夫功労者賞の詳細について

４　推薦の方法

所定の様式を用いて青森県商工労働部新産業創造課まで御推薦くださるようお願いします。様式、記入方法、詳細な表彰要件等については、文部科学省ホームページを御覧くださるようお願いします。
https://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1417596_00004.htm
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本県において毎年実績のある創意工夫功労者賞については、形式的な要件があるため、主要な詳細要件を記載しますので、参考にしてください。下記に記載されている要件以外にも注意事項等がございますので、詳細については文部科学省のホームページをご確認ください。なお、各条件とも表彰される年度の令和3年4月1日現在においても充足していることが必要です。





●対象者


鉱工、農林、水産、運輸、通信、建設、保健衛生、電力ガス等の業務に従事する勤労者のうち、工場等における職長以下の工員、農林水産業従事者、医療補助者、研究所における研究補助員、技能職員及びこれと同程度の者とする。


また、候補者の職場における地位上の制限については、工場などにおける職長以下（（管理職手当を支給されていない）者であれば、課長名等の職でも可）の工員及びこれと同程度の者までとする。





●創意工夫の内容


候補者の職域における創意工夫（発明・考案に限らず、広く技術などの改良・改善を含む）によって、例えば飛躍的な作業能率の向上、製品の品質の向上、コストの大幅な削減、未利用資源の活用、作物の増収、品種改良、傷害防止、公害、災害の防止など職域での技術等の改善向上に貢献した社内表彰等の受賞歴を有するなど実績顕著なものとする。





●年齢制限


原則として設けない。ただし、令和3年4月1日現在で同一会社に継続して5年以上勤務していることが必要。





●候補者の学歴


原則として高等学校卒業以下を対象とする。ただし、短大、高等専門学校及び文化系の大学卒業者も対象とする。なお、就業中に夜間の大学（理工系）を卒業した者についても対象とする。





●その他


・異なる業績の場合であっても、5年以内で同一人の重複した表彰は行わない。


・原則として1業績3名以内（個人）とする。


・候補者は、県内に所在する工場、事業場、病院、研究所等に勤務する勤労者である


こと。








【担当】


　青森県　商工労働部　新産業創造課


ものづくり技術振興グループ　阿保


TEL017-734-9379/FAX017-734-8115


E-mail:sozoka@pref.aomori.lg.jp









